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本間（裕）研究室

未来の社会システムをデザインする

近年のグローバル化によって、私たちの住み暮らす都市は、よる豊かになる一方で
複雑化の一途をたどっています。本研究室では、急速に変化しつつある社会システム
が持続的に発展できるよう、数理モデルを用いた「本質的な特徴の可視化」と、それ
に基づき「社会システムをデザインするための数理技術」を開発しています。

Design of Future Social Systems

Mathematical
Modelling

都
市

人

シミュレーション 最適化

経済合理的な「歴史的建築物」の保存スキーム

防災拠点を考慮した「道の駅」多目的最適配置
電気自動車など、低炭素モ
ビリティが普及するために
はそのインフラ整備が欠か
せません。本研究では、複
数インフラのベストミック
スを前提に、詳細な地理情
報データを用いながら、そ
の時空間戦略を描きます。

タワーマンションなど超高
層建築物の影は、ときに長
さが1km以上になり広範囲
に影響を与えます。本研究
では、4千以上の建物デー
タと16万候補点を実装し
た解析システムで、複合日
影の特徴を把握します。

一体感は、パブリック空間
における重要な要素です。
本研究では、「一体的≒凸
な」空間を列挙する数理技
術を開発し、定量的にパブ
リックとプライベートのグ
ラデーションを描き出すこ
とに成功しています。

多くの方が関わる社会シス
テムでは、バランスを取る
ことが大切です。その重要
性を伝えるため、日本航空
および次世代育成オフィス
ONGと協働で「航空路線
設計」をテーマにした中高
生向け動画教材を制作し、
公開しています。

サステナブルに歴史的建築
物が保存されるためには、
その経済合理性が重要です。
本研究では、ヒアリングに
基づく実調査と数理最適化
理論を融合し、共通パラ
メータの同定や保存スキー
ムの設計を行っています。

美術館などの建築空間では、
人々が程よい距離感を保ち
ながら佇んでいます。本研
究では、人と鑑賞物、人と
人との視認関係に基づき、
鑑賞者の位置と総数の最適
解を描き出し、その空間評
価へと繋げます。

有名ブランドが発表するコ
レクションは、最新レンド
を捉える重要情報です。本
研究では、日本有数のPV
を誇るポータルサイト
「ファッションプレス」と
共同で、膨大なコレクショ
ン写真から、そのトレンド
分析を行っています。

広域交通や物流、地域交流
さらには防災時の拠点とし
て「道の駅」が期待されて
います。本研究では、多目
的最適化手法に基づき、そ
の最適施設位置を分析し、
提言を行っています。

「低炭素モビリティ」普及に向けたインフラ・ビジョン

大規模かつ高精度な「複合日影」解析システム

凸空間列挙による「パブリック空間」の可視化

「航空路線設計」をテーマとした動画教材の公開 コレクション写真データを用いた「トレンド分析」

建築空間における「佇み」の数理最適化
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建築・都市計画, 空間解析, 社会システム, 数理モデリング, 最適化, オペレーションズ・リサーチ� Cw601

巻研究室巻研究室
海に光を、ロボットに冒険を！

海中観測実装工学研究センター
食料生産技術研究センター

新領域創成科学研究科 海洋技術環境学専攻
海中プラットフォームシステム学

http://makilab.iis.u-tokyo.ac.jp
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巻研究室

最先端のロボティクスと情報処理技術をベースに、新たな海中海底探査システムを
提案します。特に、AUV （Autonomous Underwater Vehicle 自律型海中ロボット）な
ど複数の自律型プラットフォームの連携により、船舶をベースとする従来手法では考
えられなかったような広範囲・高精度・長期間の海底観測の実現を目指します。
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